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「
二丸 あ オま 式 」 で 取 伺 出 す 簡 単 E

「叩き式コー ド繰出し機構」の小型軽量ナイロンコー ドカッター

エルバ カ プ

取扱説明書

このたびは、エルバカッター「オート・ ミニJをお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。
ど使用の前に、この取扱説明書をよくお読み頂いて、正しい操作と点検を充分ご理解され、機能を

最大限に活用し、快道な作業をして頂ぐようお題い申し上げます。

▲ I卜 し く 歳第 吏 い  【′ヽ デこテご く 女二め とこ

くご イ吏 用 とこ ナょ る 前 とこ 〉
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〈毎 イ乍 業 前 の 注 去rk事士聾≧〉

①作業中の名ヽ種テに散物から身を守るために…

●「そで締まりのよい長そで」。「すそ締まりのよい長ズ
ボン」を着用して下さい。

●ヘルメット・保護メガネ・保護手袋 ,保護長靴 。すれあ
てなどの保護具を着用して下さい。

●刈払機には適切な付置に必ず、飛散防護カバーを装着し
て下さい。

②カッター本体の破損・分解・飛散を防止するために…
●ハウジングの保持爪の外周縁が、カパーの窓の外周縁ま
でほぼいっばいに拡がっていることを確認して下さい。

●カパーやボビンの摩耗度合いを点検して下さい。
カパーは「コー ド出日付近底面にアナカ言表われた」ら、
ポビンは「打当部底面にアナが表われた」ら、必ず新し
い部品と交換して下さい。

・ 4み筆轄鍵去密言潔 瞥鞣臨監と差
換して下さい。

●刈払機とカッターの取付けを点検し、ゆるんでいれば締
め直して下さい。また、「純正の刀押え金具」以外は、
使用しないて下さい。

●カッター本体を手で回して振れや異音が無いか占検して
下さい。振れや異昔は回転中の異常な振顕〕や、メ4払機と
の取付けのゆるみなどの原因となり危険です。

(f午=業に■ヨの を主づ遵三妥知口野三〉

▲カッター本体の回転により小石や硬質異物 (コ ンクリー
ト・木の株・ビンなど)の破片力i飛散したり、カッター
本体を硬質異物にぶつけると破損・ 分解してその破片が
飛散し、あなた及びあなたの周囲のものに当って負傷お
よび損害を与える危険性がありますので、警告します。

①各種飛散物から人や物品を守るために一
●周囲の物品や状況に充分洋登して、半径 15m以内に人
がいないことを確認して使用して下さい。

②ぷ製品の早期摩耗・破韻 ‐分解・飛散を防ぐために一
●カッター本体を毎分10,000回 転以上で回さないで
下さい。

●カッター本体を石・ コンクリート・本の株・ ビンなどの
硬質異物にぶつけないて下さい。

●コー ドの繰出しをする場合は、毎分4,500回 転以下
の低回転でタップノプを軽く地面へ打ち当てて下さい。

●異常な振動や異音などが出た場合、直ちにエンシンを停
め点検して下さい。そのまま使用すると危険です、必ず
修理してからお使い下さい。

③けを守るために…
●車やツルなどの巻き付きを取除く時、またナイロンコー

ドの取換えや巻き直し、その他点検の際は必ず刈払機の
エンジンを停め、カッター本体の回転が停止したのを確
認してから行なって下さい。
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●ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みにな9
製品の機能と取扱い上の注意事項を充分ご理解下さい。

●本製品は、地表の雑草をメ1る カッターです。
それ以外の用途 (木材の切断や植え込みの剪定など)に
使用しないて下さい。

●この取扱説明書の内容が理解できない人や子供には、絶
対に使わせないで下さい。

●他の人に貸す場合はこの取扱説明書の内容を説明するか
この取扱説明書を一緒にも渡し下さい。

●この取扱説明書は、いつでも必要に応じて見る事ができ
るように、大切に保管して下さい。

●ご使用のメll†ム機の取扱説明書に記載の注意事項も、必ず
守って下さい。
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